
灯油式発電機の操作方法

（１）体育館の接続ホースと発電機の場所を確認

（２）ホースと発電機をつなげる

   印をあわせて差し込み、右へ回す。

ホース側                     発電機側



（３）発電機の操作を行う。

使うのは 2箇所のみ。↓操作盤       ↓給油口（灯油を入れる）

操作盤



発電機にも番号が振ってあるのでそのとおりに行えばよい。

①単相遮断機が OFFになっていることを確認。

②調速レバーが「始動・アイドリング」になっていることを確認。

③発電機の鍵を差込み、「余熱・運転」へ回す。余熱ランプが消えたら鍵を「始動」へ回す。

 ※緊急時等、時間が無い場合はいきなり始動にしても一応大丈夫とのこと。

灯油の残りが緑ランプで表示される。

赤ランプがつくと給油の必要あり。



④調速レバーを「運転」へ動かす。

⑤５番の電圧調整機は触らない。

⑥単相遮断機を ONにする。

終了時は逆の手順で行う。


